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1.は じめ に

「稲む らの火」 といって、地震 と津波にち

なむ教材がある。高台 に住む庄屋が、地震発

生の直後、沖へ引いてい く海水 を見て大津波

の来襲 を予想 し、収穫 したばか りの稲束につ

ぎつ ぎ火を放って、消火 しようと駆けつけた

村人を高台 に呼 び寄せたことで津波か ら救 っ

た、 という物語である。

同教材 は、戦前の教科書に登場 しただけで

な く、戦後 も採用 された。 「津波に対す る世

界最古の、住 民の集団避難成功例」(11と い

われるだけに、近年その意義が見直され、関

心の高 まりがみ られる。本年度か らは小学校

の 「国語」教科書 に登場 した し、小学校お よ

び中学校 「道徳」の副教材 として も採用され

ている。

この 「稲 むらの火」教材は原著者が判明 し

ている。和歌 山県の教員 ・中井常蔵(1907-

1994)で ある。中井は同教材の作成について、

後年、次の ように回想 している(2)。

「昭和 九年文部省が全 国小学校教員を対

象 に新 しい国語 と修身の教材 を公募する

との発表が私の眼を挽 きつけました。官

製の教材か ら民選の教材に とい う画期的

な試みは、教育に熱情 を傾注す る年代で

あった私の心を強 くゆすぶるものがあ り、

かねてか ら子供に愛 される教材、子供に

親 しまれ、子供の心に刻みつける教材 を

と念願 していた私、『そ うだ、八雲の生

加藤 詔士(法 学部教授)

ママ

神様だ1!こ の好期逸すべか らず、 この

一篇で一発必中 させ ようと決意 して文才

薄い私なが ら一気 に綴 り上げて応募 した

次第です。(中 略)

幸い当選 して新訂 国語読本巻十 に登載

された時には私の応募題名 『燃ゆる稲む

ら』が 『稲む らの火』 と改められた外は

原文その儘で、一字の修正 もな く、珍 ら

しくも挿画二枚 まで入れられて居た事は

望外の喜こびであ りました。」

「稲 むらの火」の教材化 をめ ぐる中井の以

上の よ うな証言 は、 きわめて興味深 い。 第
ママ

ーに、「昭和九年」の公募な らびに 「国語読

本巻十に登載 された」 というから、国定教科

書時代 のことである。国定第四期、通称 「サ

クラ読本」の時期に相当する。 この国定教科

書時代に、文部省は教科書編纂用に教材資料

を全国に公募 したのである。国定教科書 とは

学校 の 「教科用図書ハ文部省二於テ著作権 ヲ

有 スル」 のであるか ら、「国定制 度の実施に

よ り、教科書 を通 じて国民思想 を統一するこ

とが容易 とな り、教育の国家統制が強化 され

る」 ことになる(3)の だが、そのようななか、

文部省は教材資料 を全国に公募 したというの

であ る。

第二に、これに小学校教員が応募 し、その

作 品が入選 し、実際に教科書教材 に採択 され

た。応募 した時、かれは和歌 山県 日高郡南部

尋常高等小学校の訓導であった。
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しか も第三 に、応募作 の題名が 「改められ

た外 は原文その儘で、一字の修正 もな く」採

用 された、 とい うのであるか ら注 目される。

はた して実際にこの ようなことが起 こ りえた

のだろうか。教科書の歴史上、特筆すべ きこ

とであるように思 われる。

本稿 は、「稲 むらの火」 の教材化 をめ ぐる

これ らの点 について、当時の史料 に即 しなが

らで きるだけ具体的に考察する。すでにい く

つ かの先行研 究(4)が あるか ら、それ らを活

用 して考察 を進める。

2.教 材 資 料 の全 国公 募

(1)

「稲 む らの火」 は実話 に もとつい て作 成

され た物 語 で あ る。 安 政元(1854)年11月5

日の安政南 海地震 の とき、紀州 藩広村(現

在の和歌 山県広川町)で 濱 口儀兵衛(梧 陵,

1820-1885)が な した献身的な活動を、 まず

ラフ カデ ィオ ・ハ ー ン(小 泉 八雲、1850-

1904)が 作品化 し、それをもとに教材化 され

戦前 ・戦後 の教科 書 に採用 された。 ハー ン

は 自著 『仏陀 の畠の落穂 拾 ひ(Gleaningsin

Buddha-Fields)』(1897)の なかの 「生 ける神

(ALivingGod)」 とい う作 品で、儀 兵衛 の

活躍 を物語 に仕立 てた(5)。 その物 語が、 そ

れか ら40年 後 に教材になって教科書 に登場 し

たのである。

教材化のそ もそ もの始まりは、昭和8(1933)

年、文部省が 「尋常小学修身書及小学国語読

本(尋 常科用)資 料」を全国に公募 したこと、

そのさい、和歌山県の小学校教員 ・中井常蔵

が、ハー ンの上記の作 品をもとに子 どもむけ
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に書 き改めて応募 した作品が入選 したことに

ある。 中井 は和歌 山師範学 校専攻科 に在籍

中、「英文の教材」でハーンの 「生ける神」を

読 んで郷土の偉 人の言動 に 「深い感動 に衝た

れ」たことがあ り、それをもとに作 品に仕上

げた(6}。 それが教材 に採用 され、 昭和12(

1937)年 の 『小学 国語読本』巻十に、「稲む

らの火」 と題 して掲載 されたのである。

(2)

文部省 による教材 資料の公募は、「文部時

報』 を通 して行われたと思われる。文部省の

広報誌であ り、同省の教育政策が強 く反映さ

れている雑 誌であ る。 同誌の昭和8(1933)

年10月21日 号の彙報欄 にみ られる 「尋常小学

修身書及小学国語読本(尋 常科用)資 料募集」

こそ、その公募文 と考えられる。別掲の資料

①がその全文である(7)。

この公募文による と、資料公募 には下記の

諸点が認め られる。

①公募 された資料は 「尋常小学修身書」お

よび 「小学国語読本(尋 常科用)」 むけの資

料であること、② 「尋常小学修身書」 には例

話文(事 実話、仮作話、寓話)が 募集される

が、事実話はなるべ く 「近代的ノ人物、事件

タルヘ シ但 シ現二生存セル人物、現在進行中

ノ事件ハ之 ヲ避 クヘ シ」、例話は出所 を明記

し 「資料 トセル部分 ノ抜粋」 を添付するする

こと、③ 「小学国語読本(尋 常科用)」 は巻

四か ら巻十二、すなわち2年 生後期用か ら6

年生後期用に収める韻文、書翰文、その他一

般教材 の資料であること、 また④人物教材に

ついては 「資料 ノ出所」 を明記 し、現存する

人物の伝記 は避 けること、⑤ 「入選シタル文



章」 を使用する場合は、文部省において適宜

「修正」することがあること、である。

この ような教材資料の公募 は、実は教科書

編纂の見直 しと内容の充実を期 した施策であ

った。まず、当時の 「小学国語読本尋常科用

編纂趣意書」 には、下記のように、教育現場

の 「一般 実地教授者 の意 見等 を参酌 して編

集」す るとある(8)。

「小学国語読本は大正十二年十月並びに

昭和六年 九月に於ける両回の教科書調査

会の決議、各府県師範学校 よ り提出せ る

意見報告及び一般実地教授者の意見等 を

参酌 して編集 し、昭和八年度か ら実地す

ることとした。」

このような編集方針は国語読本だけでなく、

修身書 につ いて も同様 であって、 た とえば

「尋 常小学修 身書 第一巻 編纂趣意書」 では、

「実際家 ノ使 用上 ノ意見」 や 「実地授業」の

参観 にもとついて 「修正 ノ方途」 を明 らか に

するということが記 されている(9)。

文部省による教材公募は昭和8年 、すなわ

ち国定教科書時代の ことであっただけに注 目

される。「入選 シタル文章 ノ著作権」 は文部

省にあ り、入選 した 「文章 ヲ使用スル場合ニ

ハ当省二於テ適宜之 ヲ修正 スルコ トアル」 と

はいえ、国定教科書用の教材用資料が公募 さ

れたということになるので特筆 される。

(3)

「稲む らの火」 は、後述す るように、文部

省による教材懸賞募集 に入選 した作品であっ

たが、 この ような新教材の懸賞募集 は前例の

ないことではなかった。実は、すでに国定教

科書時代 にも、 またそれ以前に も行われてい

「稲むらの火」の教材化をめ ぐる考察

た。

第一は、早 くも明治20(1887)年 、歴史教

科書を編纂す るさいに懸賞募集 を している。

文部省は明治19年 に小学校の教科書検定 を始

めたが、歴史の教科書 については 「検定 を願

出て くる教科書 を審査 しているばか りではな

く、文部省の示す方針によって編集 される歴

史教科書の草稿を公募する」 とい う特別 な方

策をとったqO)。

明治20年4月29日 、草稿の懸賞募集が公表

され たが、それ に よる と 「善 良な小 学校歴

史教科書の草稿 を募 集 して優 れた もの を一

部決定 して相当の価格 をもって買いあげ、文

部省で訂正 を加 えて刊 行す る」 とい う もの

であった。実際、公募草稿 は33部 あ り、審査

委員数名 を設 けて 「その中か ら優 れた もの

四つ を選 び、更 にそ こか ら一篇 をとって こ

れ を文部省か ら刊行 した」。選 ばれたのは神

谷 由道(生 没年不 詳)の 著作 で あって、 こ

れ を文部 省総務局 図書 課で校定 し、明治24

(1891)年3月16日 、『高等小学 歴 史』(全3

巻)と 題 して刊行 したのである。 ちなみに、

同書緒言には次の ように記 されている(11)。

「此書ハ、文部省ニテ編纂主意書 ヲ公布

シテ、広 ク世上二募 リ、四方 ヨリ集マ ル

所、三十三部 ノ多キニ至 リ、審査委員数

名ヲ設ケテ、其優劣 ヲ判定セシメ、優等

ナル者四部ヲ得、中二就テ、特 二其尤 ヲ

抜キ、更二総務局図書課ニテ之ヲ校定シ、

文部大臣 ノ裁定 ヲ経テ成 レル者ナ リ」。

第二に、明治39(1906)年 、文部大臣官房

図書課は 「高等小学読本ノ材料 トシテ懸賞募

集 シ」ている。義務教育の年限が翌年の明治
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40(1907)年 に延長 されるにともない、それ

までの教科書(第 一期国定教科書)を 改訂 し、

小学校お よび高等小学用のあた らしい教科書

を編纂す るに臨み、新教材 を懸賞募集 したも

のである。

このときの入選作14篇 は取 りまとめ られて、

文部省編 『教訓 仮作物語』が刊行 されてい

る。 同書の緒言には下記のようにあ り、7名

の選者が 「審査選定」 したこと、収録にあた

っては 「巖谷季雄二託 シテ些少ノ修正」が加

えられているこ とが記 されている(121。巌谷

季雄 とは明治 ・大正期の児童文学作家 ・巖谷

小波(1870-1933)の ことである。民間から

の協力者が教科書教材 を発掘 し、選択 し、創

造 したことが注 目される。

「此物語ハ素 ト高等小学読本 ノ材料 トシ

テ懸賞募集 シ巖谷季雄、文学博士芳賀矢

一、渡部董之介、吉岡郷甫、文学博士上

田萬年、幸 田成行、及 ビ森岡常藏 ヲシテ

審査選定セシメタルモノナ リ、而 シテ此

中ノ数篇ハ読本二収 ムル見込ナ レドモ、

尚大 イニ節略修正 ヲ加ヘザ ルベ カラズ。

依テ此際別二巖谷季雄二託 シテ些少ノ修

正 ヲ加ヘ シメ、一冊二取纏 メテ刊行スル

コ トトナセ リ。」

教材の懸賞募集にかかわる以上の二つの事

例 は、第二期国定教科書時代 ならびにその前

の検定教科書時代のことであった。このうち、

第二期国定教科書時代の 「高等小学読本 ノ材

料」募集の事例は、懸賞募集だけでな く 「審

査選定」においても、民間の選者に託 して編

集 したことに も触れていて、注 目される。

国定教科書 といって も、その編纂は 「文部

18

省の担当者だけで行われていたわけではない」。

しか も、「最終的 には文部省の担 当者が責任

を持つ として も、素材の提供、原案の提示な

どをも含めて、わずかの人数で読本を作成す

ることは、なかなかむずか しかったにちがい

ない」であろ うか ら、「懸賞募集のような臨

時の単発的な材料収集だけではな く、継続的

な協力者 も不可欠になって くる。懸賞だけで

は、作成者側の要求するような作品が、うま

く集 まるとは限 らないから」である113)。

3.懸 賞 募 集 の 入 選

(1)

文部省による資料公募に対する反応は どう

か。応募の総数 とその内訳については、これ

を知る史料 は見いだ しえないでいるが、入選

者 な らびに入選作品名は判明 している。『文

部時報』の昭和9(1934)年5月1日 号 に掲

載された 「教科書資料入選者」が審査結果で

あって、別掲の資料②がその全文であるX14)。

同誌上で公募文が掲載 されたのが前年の10月

21日 であるか ら、応募期 間は6カ 月余 という

ことになる。

同 「教科書資料入選者」一覧には、い くつ

かの傾向と特色が認められる。第一に、入選

作 品は 「尋常小学修 身書」用に20篇 が、「小

学国語読本(尋 常科用)」 用に53篇 が それぞ

れ掲出 されている。この うち 「尋常小学修身

書」用20篇 は、賞金50円4篇 、30円4篇 、10

円12篇か ら成る。「小学国語読本(尋 常科用)」

用{備 の 方 は、 一▲般 教材訂篇(賞 金50円1篇 、

30円9篇 、10円27篇)、 韻文15篇(賞 金50円

2篇 、30円3篇 、10円10篇),書 翰 文1篇



(10円1篇)と い う内訳 である。入選作 には

賞金が贈与 されたこと、 したがって懸賞金つ

きの教材募集であったことが特筆 される。

第二に、入選者の内訳は、尋常高等小学校

教員の作品が18篇 、尋常小学校教員7篇 、中

学校教員3篇 、附属小学校教員2篇 、商業学

校教員1篇 、教育会3篇 、その他39篇 である。

教員、なかで も小学校の教員の作品が27篇 を

数えることが注 目される。

第三 に、作品名に注 目してみ ると、尋常小

学修身書には孝行、博愛、婦徳、祖先、祖先

を尊べ、などとい う当時の期待 される徳 目を

思わせ る作品名がみ られる。小学国語読本の

方 も、兄 さんの入営、明治天皇 と山縣少佐、

氏神の祭、大山大将、乃木将軍、我が祖先 と

君が代、お宮掃除、天国への凱旋など、当時

の時代相を反映する題 目が含 まれている。当

時はこれ らが教育的価値のある材料 と認め ら

れたであろうことがわかる。

第四に、応募は一人1篇 とは限 らず、小学

国語読本(尋 常科用)の 部に一人で3篇 ない

し2篇 入選 した者がいた。前出の募集要項 に

あるように、応募篇数は尋常小学修身書に収

める例話文 については一人 「五篇以内」、小

学国語読本(尋 常科用)に 収める韻文、書翰

文、一般教材 については一人 「各四篇以 内」

であった。実際、①大阪府立今宮中学校の久

保文治 は一般教材の部で 「御民 われ」、韻文

の部で 「晩春の京都」および 「早春」の3篇

の入選を果たしている。②秋田県鹿角郡花輪

町の鎌 田喜市郎は、一般教材の部で 「海賊 と

笛」、韻文 の部で 「登 山」の2篇 入選 してい

る。③京都市左京区下鴨芝本町の上島信三郎、

「稲むらの火」の教材化をめぐる考察

奈良市北半田中町の秋田喜三郎、三重県一志

郡倭尋常高等小学校の辻本又造は、いずれ も

一般教材 の部で2篇(そ れぞれ 「正 ちやん」

「雪の 日」、「新学期」「国語 を愛 し尊べ」、「海

幸山幸」「氏神の祭」)入 選 している。

(2)

「教科書 資料 入選者」 における入選作73篇

の うち、一般教材の部37篇 のなかの賞金10円

27篇 のなかに、和歌山県 日高郡南部尋常高等

小学校 ・中井常蔵 「津浪美談」 が含 まれ て

いる。この応募作品の実際の内容は不明だが、

応募者の氏名な らびに所属の点か ら.こ れこ

そ中井常蔵の 「稲む らの火」 の原作 と考え ら

れる(15)。

中井常蔵は 「津浪美談」 という題 目で応募

し、賞金10円 が贈与 されたのだか ら三等賞 に

入選 した ことになる。その応募作が、教科書

教材 に採用 され、昭和12(1937)年 の 『小学

国語読本』巻十 に掲載 されたときは題名が 「

稲む らの火」 と改め られていたq6)。 しか も、

「稲 む らの火」 は、昭和18(1943)年 発行の

「初等科 国語』六に も、若干の文字 の修正は

あるが、引 き続 き採用 されている(17)。

題名だけでな く、内容についても、文部省

(正確 には図書監修官)に よって修正が加え

られたであ ろうと考え られる。「内容は もち

ろんのこと、文章や語句を、教科書の体系に

合 わせ て調整」す るなど、「どの入選作 品を

教材化するに しても、監修官が何 らかの手を

入れているはず」 と思われる(18}。応募作 「津

浪美談」 と教材化 された 「稲むらの火」 との

異同は、 きわめて興味深いけれども分からな

い。応募作 「津浪美談」の原文が、 これまで
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の ところ判明 していないか らである。

4.教 科 書 の な か の 「稲 む らの火 」

(1)

中井常蔵の応募作 「津 浪美談」は入選 し、

国定第四期の 『小学国語読本』巻十(尋 常小

学校五年生後期用)に 「稲む らの火」 として

教材化 された。同教科書は昭和12(1937)年

7月11日 に刊行 され昭和21(1946)年 度 まで

使用 された。

「稲 む らの火」 は入選 しただけで な く、教

材化 されて教科書に採用 されたのである。そ

れも入選作37篇 のなかか ら選ばれたのだか ら、

注 目される。その 「小学国語読本』は どのよ

うな趣 旨か ら編纂 され、そのなかで 「稲む ら

の火」 はどの ような位置 を占めるのか。

『小学 国語読本』巻十 に関する 『国定教科

書編纂趣意書』、あるいは同教科書 を編纂 し

た文部省図書監修官井上赴(1889-1965)q9)

が 『文部時報』に寄せた 「小学国語読本巻十

編纂趣旨」 によると、第一に、同巻の 「編纂

は、特 に国民性 ・国民精神 といふ もの を主

題 とし、その主題の もとに教材 が融合 され

てゐ る」。 その なか、「稲 む らの火」 は説話

教材の一つ として、「我が国民の優秀 な天稟、

性格 を表 してゐる」教材 であ ると評価 され、

下記のように説明 されている(20)。

「『稲 むらの火』『久田船長』『母の力』等

は、非常時局的な人間意識 ・精神の発露

であるが、 しか し、何れ も戦争でない或

特殊な場合に発揮 された、 日本人的な犠

牲的精神、 責任感、若 しくは強烈 な母性

愛等が主題 となつてゐるものである。」
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第 二 に、 『小 学 国語 読 本 』 巻 十 の 『国定 教

科書 編纂趣 意書』 には、 と くに 「稲 む らの火」

とい う新教 材 につ いて次 の よ うな解 説が み ら

れ る121)。

「第十 課 『稲 む らの 火 』。 原 拠 は 小泉 八

雲(ラ フカヂ オ ・ハ ー ン)の 「仏陀 の 畠

の 落 穂 拾 ひ 」GleaningsinBuddha's

Field(1897)に ある 「生 ける神」Living
マ マ

godで 、其の実話は、安政元年十一月五

日紀伊国有田郡広村 を襲つた海囎の災禍

に際 しての浜口儀兵衛(梧 陵)の 献身的

な活動であ る。八雲の文章は事実と相違

する所があるが、儀兵衛の事蹟は、いは

ば八雲 の筆 によつ て世界的 に伝へ られ

たのであ り、又文学 として力ある表現で

あるので、本教材 は専 ら其の文章 に基づ

いて作成 した。」

文部省図書監修官 ・井上赴が 『文部時報』

に寄せ た 「編纂趣 旨」 に も、「稲 む らの火」

の解説 な らびに同教材 を採 用 した事 由につ

いて、下記のような説明がみ られる。原拠は

「小泉八雲の作 になるLivingGod」 であるこ

と、本教材 は 「事実 とはかな り相違 してゐる」

内容であるが 「国語読本 といふ特殊な使命に

鑑み、敢へ て事実に拘泥せず、八雲の文学 を

基礎 として作成 した」 ことが、明 らかにされ

ている(22)。

「第十 『稲 む らの 火』一 この教材 の原

拠 は小泉八雲の作 になるLivingGod即

ち 「生神様」 なのであるが、 これには事

実談がある。それは、安政元年十一月五

日、紀伊国有田郡広村 を襲つた大津浪に

際 し、浜口梧陵 といふ人が犠牲的に活躍



した物語 であ る。 勿論 八雲 は正確 な事

実 を調査 して書いたのでな く、寧ろ曖昧

な伝へ聞 きを元 とし、それ を創作 的な空

想 によつて作つたのであるか ら、事実 と

はかな り相違 してゐる。 しか し、浜口梧

陵のことは、 日本で殆 ど忘れ られたのに、

それが八雲の筆 によつて世界的に紹介 さ

れた事 と、及びその文学的に卓越 した表

現 は、永久 に称讃 さるべ きものであ る。

本教材 も国語読本 といふ特殊な使命に鑑

み、敢へて事実 に拘泥せず、八雲の文学

を基礎 として作成 したものである。」

(2)

「稲む らの火」は国定第四期の 『小学国語

読本』巻十に採用 されただけでな く、国定第

五期の 『初等科国語』六において も同名の教

材 「稲 むらの火」 として引き続いて掲載 され、

昭和18年 度か ら21年 度 まで使用 された。 この

『初等科 国語』六の 『編纂趣意書』では、「水

兵の母」 「姿な き入城」 などの ような 「小我

を滅却 して永遠の生命に生 きる精神 は、次課

の 『稲む らの火』に於 きまして、更に敷術 さ

れて ゐ ます」 とい う位置づ けが な されて い

る(23)。

しか も、「稲 む らの火」 は、戦前の国定第

四期お よび第五期だけでな く、戦後の小学校、

およびあ らたに発足 した中学校の検定教科書

において も採用 されたことが特筆 される。小

学校教科書では、下記の教科書 に、いずれ も

「いなむ らの火」 とい う教材名で掲載 されて

いる(29}。

①財団法人学校図書研究会(会 長森岡文策)

編 『国語』 六年 生下、学 校 図書、昭和

「稲むらの火」の教材化をめぐる考察

26(1951)年 度～昭和27(1952)年 度使

用。

②財 団法人教育図書研究会(会 長柴沼直)

・財団法人 日本新教育研究会(会 長高橋

誠一郎)編 『5年生の国語』下、学校 図

書、昭和26(1951)年 度～昭和35(1960)

年度使用。

③吉田精一一・西原慶一編 『新編 国語の本』

5年II、 二葉、昭和30(1955)年 度～昭

和35(1960)年 度使用。

新制 中学校 につ いては、下記 の教科 書 に

登場 している。いずれ も 「浜口五兵衛」 とい

う教材名で掲載 された(25)。浜口五兵衛 とは、

濱口儀兵衛(梧 陵)の ことである。

①能勢朝次編 『中学国語』二下、大修館 書

店、昭和24年6月 検定済、昭和25(1950)

年度～昭和26(1951)年 度使用。

②能勢朝次編 『新中学国語』二下、大修館

書 店 、 昭和26年7月 検 定 済 、 昭和27

(1952)年 度～昭和29(1954)年 度使用。

③能勢朝次編 『改訂新 中学国語』二上、大

修館書店、昭和29年8月 検定済、昭和30

(1955)年 度～昭和36(1961)年 度使用。

「稲 む らの火」が戦中 も戦後 において も教

科書教材 として採用 されたことは、 とくに注

目される。終戦直後の教科書教材の削除、い

わゆる国定教科書の 「墨塗 り」指示の対象外

であったということであ り、戦後の検定教科

書において も採用 されたか らである。

(3)

「稲 む らの火」 は上述の ように戦後初期 の

国語教科書に登場 したが、その後は久 しく採

用 されることはなかった。 ところが、近年、

21



愛知大学教職課程研究年報 創刊号2011

関心の高 まりがみ られる。

本年4月 か らは小学校5年 「国語」教科書

に登場 してい る。「伝記 を読んで、 自分の生

き方について考えよう」 という学習項 目の教

材 として採用 され、「稲む らの火」ではな く

「百年後のふるさとを守る」 とい う題名で、浜

口儀兵衛が被災後 に百年後 にも役立つ大堤防

の建設 とい う 「防災事業 と住民の生活援助 を

合わせて行った」 こと、住民の 「自助の意識

と共助の意識」 を増進 したことなど、防災教

育上の重要点 について も指摘 されている ㈱。

前出の 『5年生 の国語』下(学 校図書)お よ

び 『新編 国語の本』5年II(二 葉)は 昭和26

年度か ら昭和35(1960)年 度 まで使用 された

のだか ら、実 に50年 ぶ りの復活である。

国語 だけでな く、社会科教科書で も取 りあ

げ られた。 『小学社会』3・4年 下(日 本文教

出版)で は 「地いきのはってんにつ くした人

々」 のなかで、『新 しい社 会』5年 下(東 京

書籍)で は 「わた したちの生活 と環境」のな

かで、「稲 むらの火」のモデルになった浜口

梧陵が注 目され、かれの素早い機転 による災

害の防止、被災後の献身的な活動が取 りあげ

られている(27)。

5.「 稲 む らの 火」 へ の 関 心 の高 ま り

(1)

「稲 むらの火」への関心 の高 ま りは、国語

ならびに社会の教材 として教科書 に登場 した

だけでな く、「道徳」 の副読本 にも採用 され

たことにも認められる。 また、防災教材 とし

て諸種の形態 をとって取 りあげ られ普及をみ

ていることも特筆 される。
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まず、道徳の副読本 としては、たとえば、

①和歌 山県道徳教育推進協議会編 『わかる道

徳 、楽 しい道徳 の授業 』(平 成18)で は、

「地域 を守 った先 人4-(5)郷 土愛」 とい う

主題の実践資料 として、「いなむらの火」(和

歌 山県教育委員会編 『ふ るさ とわかや まの

心』)を 使った実践記録が収録 されている ㈱。

② 『小学道徳 心つないで6』(教 育出版、

2011)で は、主題名 「自然 の力 ・人間の力」

のなか に 「稲む らの火」(内 容項 目:敬 けん

3-(3))と して掲載 されている。「美 しい も

のに感動す る心や、人間の力を超えた ものに

畏敬の念をもとうとする心情を育てる」 こと

を学習のねらいとしている(29)。

③ 『5年生の道徳』(文 渓堂、2009)で は,

「生命尊重」 を学習す る教材 として 「稲む ら

の火で命 を救え」が収録 されている。桜井信

夫 『もえよ稲む らの火:村 人を津波か らまも

り堤防をきずいた浜 口梧陵』 を資料 として作

成 された教材であ り、「命の大切 さについて」

考えさせることをねらいとしている(30)。

④ 『中学道徳 ① きみがいちばんひかると

き』(光 村図書出版、2011)に なると、「郷土

愛、先人への尊敬 ・感謝、郷土の発展」 とい

う指導内容の資料 として、「津波か ら村 を守

る 一浜口梧陵」が収録 されている。『小学国

語 読本』巻 十(昭 和12)に 初めて登場 した

「稲む らの火」 を再掲 し、「自分の住む町に今

も受 け継がれてい る先人の偉業や伝統 文化」

を学ぶ資料 として、浜口梧陵の津波襲来時の

行動な らびに被災後におこなわれた郷土の防

災事業が取 りあげ られている(31)。

⑤ 『中学道徳、生 きる力1年 』(日 本文



教 出版、2011)で は、「主 と して 自然や崇 高

な もの とのか かわ りに関す る」 内容項 目の

なかの 「生 命の尊重」 の学 習資料 と して、

「『稲 む らの火』 に学ぶ」が採用 されている。

稲む らの火 とは 「地震があったら津波の襲来

を予想する自分の心の中にある火」だけでな

く、「命を守 ることをいちばんたいせつ にす

る心 の火」、「自分や家族の命 を守 ることを行

動で示す火」、「家族ばか りで な く町の人々に

命のたいせつ さをうったえる火」でることを

考えさせることが期待されている(詑)。

⑥ 中学校 「道徳」副読本 「生 きる力』3年

(日 本文教 出版、2011)で は、主題名 「かけ

が えの ない郷 土」の なか に 「『稲 む らの火』

余話」 として掲載 されている。「郷土のため

に尽 くした先人の行動 に学 び、地域社会の一

員 として郷土の発展 のために尽 くす心情や態

度を培 う」 ことがね らい とされている133)。

(2)

「稲 む らの火」は教科書 な らびに道徳副読

本のなかに登場 しているだけでな く、近年 は

防災教材 として も強い関心が寄せ られている。

とくに平成16(2004)年12月 のスマ トラ沖地

震 ・津波以 来、防 災意識 を啓発す る教材 と

してふたたび注 目されは じめた(34)。これま

でに、①児童文学、②教育紙芝居、③人形劇、

④絵本、アニメ絵本、アニメ童話、⑤ アニメ

ー ション映画、⑥歴史マ ンガ、⑦民話 などと

いった形態をとって、普及がはか られている

(35)
。2005年 の愛 ・地球博 で も、モ ダ ンダン

ス、演劇、人形劇 などを使 った 「津波 ・地震

と稲 むらの火キッズフェスティバル」が開催

されたことは記憶 にあた らしい(361。

「稲むらの火」の教材化をめ ぐる考察

日本政 府 は アジ ア地域 にお け る 「稲 む らの

火」 プ ロジェ ク トを推 進 した し、 と くに内閣

府 は同 物 語 の普 及 につ とめて い る。 しか も、

「稲 む らの 火」 は、 アジア地域8力 国(バ ング

ラデ シュ、 イ ン ド、 イ ン ドネ シア、マ レー シ

ア、 ネパ ー ル、 シ ンガ ポ ー ル、 ス リラ ン カ、

フ ィ リピ ン)の 津波 防災 教材 と して翻 訳 され

広 め られて い る こ とが知 られ てい る(37)。

6.ま とめ

本稿は 「稲 むらの火」の教材化をめ ぐる事

情 と経緯 について考察 した。関係の史料 にみ

るか ぎり、明らかになった諸点 は下記のとお

りである。

第一に、文部省は第四期国定教科書を編纂

するにつ き、昭和8年10月 に、教材資料の懸

賞募集をした。 この全国公募 に、和歌山県 日

高郡南部尋常高等小学校 訓導 ・中井常蔵は、

「津浪美談」 とい う作 品を応募 した。

第二 に、懸賞募集は文部省の広報誌 『文部

時報』を通 して行われた。同誌の昭和8(1933)

年10月21日 号の彙報欄 にみ られる 「尋常小学

修身書及小学国語読本(尋 常科用)資 料」が、

その公募文 と考え られる。

第三に、審査結果 も 『文部時報』において

発表された。同誌の昭和9年5月1日 号 に掲

載 された 「教科書資料入選者」が審査結果 と

推定 される。73篇 が入選 し、「津浪美談」 は

一般教材 の部37篇 の一であ り、賞金10円 を受

賞 している。

第 四に、「津 浪美談」 は入選 した うえに、

実際 に教材 として採用され、『小学国語読本』
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巻十(尋 常小学校五年生後期用)に 「稲む ら

の火」 とい う題 目で教材化 された。 これが教

材化 され た最初で ある。 同教科 書 は昭和12

(1937)年7月11日 か ら使 用 さ れ、 昭和20

(1945)年 まで使用 された。「小学校用の国定

読本の場合、ほ とん どの教材文は、文部省の

担 当者 に よって、書 き下ろ されてい る」138)

が、そのなか 「稲む らの火」 は公募作 品であ

った。

第五 に、中井は、「幸い当選 して新訂国語読

本巻十に登載 された時にはわた しの応募題名

『燃ゆる稲 む ら』が 『稲む らの火』 と改め ら

れた外 は原文その儘で、一字の修正 もな く」

と語っているが、応募作の題名は正確でない。

応募 した 「原文その儘で、一字の修正 もな」

いか どうかについては、これを裏付ける証左

に欠けている。

第六 に、「稲 む らの火」 は 国定第 四期 の

『小学 国語読本』巻十 に続 いて、国定第五期

の 『初等科国語』六 において も採用 された。

しか も、戦後の小学校の 『国語』および新制

中学校の検定教科書 『国語』において も採用

された。その後は久 しく採用 されることはな

かったが、本年4月 か らは小学校5年 「国語」

教科書に登場 している。50年 ぶ りの復活であ

る。

なお、教材資料の全国公募、それも国定教

科書用資料の懸賞募集 という教科書史上注 目

に値する方策は、文部省の広報誌 『文部時報

』 を通 しておこなわれたが、懸賞募集はほか

の方式で もおこなわれなかったのか、お こな

われたな らどの ような方法であったのか。 目

下の ところ、それを明 らかにす る史料を見い

だすことができない(39)。

資料① 「尋常小学修身書及小学国語読本(尋 常科用)資 料募集」

「○尋常小学修身書及小学国語読本(尋 常科用)資 料募集 文部省ニテハ尋常小学修

身書及小学国語読本(尋 常科用)資 料 ヲ募集ス其 ノ要項左 ノ如 シ

ー、募集資料 ヲ分チテ甲号、乙号 ノニ種 トス

甲号

今回修正セ ン トスル尋常小学修身書児 童用二収ムル例話文

(一)応 募者一人ノ応募篇数ハ五篇以内 トス

(二)例 話 ノ種類ハ事実話、仮作話及寓話 トス

(三)事 実話ハナルヘク近代的ノ人物、事件 タルヘシ但シ現二生存セル人物、

現在進行中ノ事件ハ之 ヲ避 クヘ シ

(四)例 話ハ其資料 ノ出所 アルモ ノハ之 ヲ明記スル ト共二資料 トセル部分 ノ抜

粋 ヲ添フヘ シ

(五)仮 作話ハ第二学年乃至第四学年用二限ル

(六)文 体ハスヘテロ語体 トス

乙号
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小学国語読本(尋 常科用)巻 四乃至巻十ニニ収ムル(イ)韻 文、(ロ)書 翰文、(ハ)

其他一般 ノ教材

(一)応 募者一人 ノ応募篇数ハ(イ)(ロ)(ハ)各 四篇以内 トス

(二)人 物 ヲ主題 トスルモノニ就キテハ其資料 ノ出所 ヲ明記 スヘ シ

(三)現 二生存セル人物 ノ伝記 ヲ主眼 トスルモノハ之 ヲ避 クヘシ

(四)文 体ハ第四学年用以下ハスヘテロ語体 トス

ニ、募集期間ハ本年十一月三十 日マテ トス

三、募集文ハ半紙判白紙二記載スヘシ

四、募集文バー篇毎二別紙二記載スヘ シ

五、募集文バー篇毎二其題 目ノ下二第何学年用 ト明記 スヘ シ

六、募集文ニハ甲号、乙号 ノ別 ヲ明記スヘ シ

七、募集者ハ別二応募文 目録 ヲ添付スヘ シ

八、募集者 ノ宿所、氏名ハ応募文 目録二記載スヘ シ

九、募集文 ヲ記載セル紙面ニハ宿所、氏名ヲ記入スヘ カラス

十、募集文及応募文目録ハ之 ヲ同封 トシ文部省図書局長宛応募期間内二到達スル

ヤウ書留郵便 ヲ以テ差出スヘ シ但 シ封筒ニハ 「応募文」 ノ三字 ヲ記載スヘ シ

十一、同一 ノ号二属スル応募文ハ必スー回二差出スヘ シー旦差出シタルモノハ訂

正 スルコ トヲ得ス

十二、応募文ハ当省二於テ審査選択 シ優等 ト認 メタルモ ノニ就 キテハ其応募者二

左記範囲内二於テ賞金 ヲ授与 ス

甲号

一・等 金三十円以上五十円以下 各学年一篇

二等 金十円以上三十円以下 各学年一篇以上

三等 金五円以上十円以下 各学年二篇以上

乙号

一等 金三十円以上五十円以下 各学年(イ)(ロ)(ハ)各 一篇

二等 金十円以上三十円以下 各学年(イ)(ロ)(ハ)各 一篇以上

三等 金五円以上十円以下 各学年(イ)(ロ)(ハ)各 二篇以上

十三、入選 シタル文章 ノ著作権ハ当省に属 スルモ ノ トス又該文章 ヲ使用スル場合

ニハ当省二於テ適宜之 ヲ修正スルコ トアルヘ シ

十四、応募文ノ原稿バー切之 ヲ返付 セス」

資料② 「教科書資料入選者」

「O教科書資料入選者 文部省ニテハ嚢二懸賞募集セル尋常小学修身書及小学国語読
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本資料 ヲ審査 ノ上入選者 ヲ左 ノ通決定 シ夫々頭書 ノ賞金 ヲ贈与 シタリ

尋常小学修身書

五十円

「孝行」

「博愛」

「増田巡査の死」

「布田保之助」

三十円

「発明」

「友情」

「孝行」

「恩 を忘れるな」

十円

「責任を重んぜ よ」

「ウヂカ ミサマ」

「遠足」

「おちつ き」

「婦徳」

「公益世務」

「勇気」

「公益」

「祖先」

「公益」

埼玉県秩父郡両神村 高田 朝吉

沖縄県宮古郡教育部会

佐賀県東松浦郡打上尋常高等小学校 古川政次郎

熊本県師範学校附属小学校 小山 松雄

名古屋市西区五平蔵町三丁目 山崎玉三郎

茨城県立湊商業学校 関 一

京都市右京区川島北裏町 鈴木 岩人

群馬県群馬郡豊秋尋常高等小学校 田口 至

「わるいす ・めに従ふな」

「祖先を尊べ」 富山県西礪波郡戸出町大野与三郎方

小学国語読本(尋 常科用)

(一般教材)

五十円

「スキー」 長野県北佐久郡北御牧尋常高等小学校

三十円

「百合若」 大分県別府市北尋常小学校

「兄さんの入営」 岩手県紫波郡星山尋常小学校

「足助重範」 愛知郡東加茂郡阿蔵尋常高等小学校

「通潤橋」 熊本県上益城郡六嘉村

「駅伝競走」 東京市立大原尋常小学校

函館市杉並町 三浦 政治

香川県香川郡直島村 三宅勝三郎

今治市米屋町二丁目 森田 政雄

熊本県下益城郡河江村 吉川 辰雄

熊本県教育会上益城郡教育支会

山形県西置賜郡長井町財団法人西置賜郡教育会

松本市松本尋常高等小学校 鈴木 正斎

和歌山県有田郡広尋常高等小学校 山本 伴三

香川県三豊郡比地二村 石井朝太郎

神戸市道場尋常小学校、同大開

尋常小学校修身科研究部代表者 岡本 悦治

鹿児島県肝属郡高山町 迫 二次郎

木村 三省

中沢 誉勝

岩田 静馬

藤原 アイ

鷲見 勉

高野 直之

松田伊勢次
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「船長久田佐助」

「名人元 日を知 らず」

「海賊 と笛」

「正 ちやん」

十円

「津浪美談」

「兄 さの入営」

「明治天皇 と山縣少佐」

「海幸 山幸」

「氏神の祭」

「スキー遠足」

「稲刈」

「大山大将」

「乃木将軍」

「足助重範」

「我が祖先 と君が代」

「年 トリ」

「納税」

「お宮掃除」

「御民 われ」

「取入れ」

「山羊」

「朝鮮」

「心の記念 日」

「加賀の千代」

「朝顔」

「天国への凱旋」

「白い煙黒い煙」

「雪の 日」

「売 られて行つた馬」

「新学期」

「国語 を愛 し尊べ」

(韻文)

五十円

「街の十字路」

「ぶ らんこ」

東京市中野区南沼袋一丁 目 加藤 精

静岡県浜名郡鷲津尋常高等小学校 牧野 茂

秋田県鹿角郡花輪町 鎌田喜市郎

京都市左京区下鴨芝本町 上島信三郎

和歌山県日高郡南部尋常高等小学校 中井 常蔵

徳島県那賀郡見能林村 樋上 伝吉

東京市立御田尋常小学校 宮永 英一

三重県一志郡倭尋常高等小学校 辻本 又造

同 同

札幌市南十四条西八丁目 笠井 広吉

滋賀県神崎郡旭村 中島 覚一

東京市麹町区上二番町 若林 旭郎

大分圏北海部郡臼杵町 佐藤 大吉

愛知県東加茂郡築羽尋常高等小学校 寺部 政一

静岡県田方郡三島東尋常高等小学校 小田切信夫

茨城県東茨城郡川根尋常高等小学校 海老沢鶴吉

愛媛県周桑郡庄内尋常高等小学校 森田 武

愛媛県新居郡大保木尋常高等小学校 青木 清憲

大阪府立今宮中学校 久保 文治

新潟県中魚沼郡白倉尋常小学校 関 省吾

富山県新川郡立山村 野島 茂義

京城府桜井町二丁目 川村 光也

鳥取県日野郡神奈川村 浦部 道郎

三重県河芸郡神戸町 服部 愛子

川越市大字小仙波 田中 初次

静岡県駿東郡富士岡尋常高等小学校

堺市大浜北町 稲垣国三郎

京都市左京区下鴨芝本町 上島信三郎

東京市杉並区天沼三丁目 堀田 静

奈良市北半田中町 秋田喜三郎

同 同

東京市小石川区白山御殿町 原島 好文

熊本県下益城郡河江村 吉川 辰雄
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三十円

「晩春の京都」

「苗売」

「登山」

十円

「水た まり」

「母馬小馬」

「山雀小雀」

「春雨」

「早春」

「狸の腹つつみ」

「菅公」

「肉弾三勇士」

「観月二題」

「野茨」

(書簡文)

十円

大阪府立今宮中学校

東京市小石川区白山御殿町

秋田県鹿角郡花輪町

徳島県女子師範学校附属小学校

東京市本郷区曙町

東京市江戸川区金町二丁目永妻亀吉方

北海道空知郡鹿越

大阪府立今宮中学校

和歌山県有田郡広尋常高等小学校

山形県酒田市外関尋常小学校

福井県大野郡北郷尋常高等小学校

千葉県山武郡豊成村

静岡県浜名郡知波田村

「姉 に演習の模様 を知 らせ る手紙」

久保 文治

原島 好文

鎌田喜市郎

森本 安市

林 俊則

鈴木 孝

後沢 重雄

久保 文治

田辺 善一

上野源治郎

笠松 一夫

桑田 正

石田徳太郎

茨城県真壁郡伊讃村 大瀧 晴子
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